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1 )ラット肝ミトコンドリアには 2 種のチトクローム b5様へムタンパク質が存在し、 1 つはミトコ










5 )精製された OM- チトクロームはペプチドマップ(したがって一次構造)と免疫学的性質におい
て小胞体のチトクローム b5 とは明らかに異なり、両者の吸収スペクトルにも僅かな差が認められる。
以上のように、福島君の業績は肝ミトコンドリアのチトクローム b5様ヘムタンパク質の性質と所在
についての従来の混乱を明確に解決し、細胞内での膜系の生合成の研究に重要な指針を与えるもので
あり、理学博士の学位に十分に値するものと認められる。
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